
国際進学プログラムと事例

■

 

本校の国際教育プログラム

■

 

提携校との協定

正規留学正規留学

短期留学短期留学

海外職業教育研修海外職業教育研修

日本語教育日本語教育

リベラルアーツ、

 

国際関係、ビジネス、経営･経済、会計等

語学留学

 

希望期間に応じて科目履修も取得可

芸術留学 ▷

 

芸術、音楽、映画、演劇 等

専門留学 ▷

 

ダンス、ファッション、メイク、音楽 等

エアライン ▷

 

カンタス航空、大韓航空、アシアナ航空

ホテル

 

▷

 

ディズニーワールド

マリンクルーズ （ロイヤルカリビアン）

主にアジアからの留学生を対象に実施

アメリカアメリカ イギリス・オーストラリアイギリス・オーストラリア
４年

３年

２年

1年

３年

２年

１年

ファンデーション

 

コース

本校で移籍科目の授業を受け、

 

一定基準の成績を修めた場合、

 

本校の取得単位を提携校の単

 

位として、認定され移籍する。

英・豪大学は1年次から専門分

 

野に特化した教育内容である

 

ため、通常はファンデーション

 

コースと呼ばれる基礎課程の

 

履修が求められる。

海外留学科 海外留学科
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①

②

* * * *
＊専攻、目的によっては正規留学を選択

日本外国語専門学校

本校では、創立以来、グローバル人材育成を目的とした正規留学を「国際進学プログラム」と位置

 

付け、世界250校余と提携。主に英語圏を中心とした各国大学へ学部留学生等を送り出している。
その留学準備教育として、AEP（英語集中ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ）、TOEFL/IELTS対策、大学進学教養科目、ス

 

タディスキルズ、異文化理解、留学サポート等を提供。
特にアメリカの提携校とは単位移籍を伴う大学１年次の科目を本校で履修。アメリカの提携校の評

 

価基準に基づいた成績評価を行い、学生の成績・取得単位を移籍（ﾄﾗﾝｽﾌｧｰ）、編入、卒業を目指

 

す。

正規留学以外の国際教育プログラムとして、目的別短期留学、専門性の高い職業教育を目的とし

 

た海外研修、外国人を対象とした日本語教育を実施している。

正規留学においては、提携校と本校の間でカリキュラム内容を相互で承認することにより、

 

単位の移籍（例：米大学)やﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝｺｰｽのスキップ(例：英及び豪大学)を実現している。

上記のポイントは、本校の準備教育の1年間が提携校での授業内容と同等であることを示し

 

ている。

①

②

☆
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【 カリキュラムの４本柱 】

１

留学生試験IELTS・TOEFL

公式英語テスト対策

６月～１月にかけて
４回受験

ＩＥＬＴＳ
取得目標

6.0

世界標準の入学審査

ポートフォリオ審査対策２

作品数

約４０点
１月～２月にかけて
ＪＣＦＬにて面接審査

自分に合った進路を選択

大学・分野研究３

提携

２５０校
５月～９月にかけて
個別カウンセリング

正規留学全般を支える

留学サポート４

留学率

９６％
３月～８月にかけて
ビザ取得から渡航、入寮まで

国際進学プログラムと事例（芸術留学）

・ＪＣＦＬ入学

４月

・美術の基礎学習、ＩＥＬＴＳ・ＴＯＥＦＬ対策開始

５月

・第１回公式テスト受験
・卒業生による留学プレゼンテーション

６月

・ファウンデーションコース用ポートフォリオ完成

７月

・英語及びドローイングの集中ゼミ

８月

・第２回公式テスト受験、進路検討開始

９月

・志望校決定、志望動機書の作成開始

１０月

・第３回公式テスト受験、入学願書の作成
・プレゼンテーション集中講座

１１月

・アメリカ大学

 

出願開始

１２月

・イギリス大学

 

出願開始、ポートフォリオ審査開始

１月

・海外大学からの審査結果通知

２月

・ＪＣＦＬ卒業、渡航サポート開始

３月

・海外芸術大学渡航

４月～８月

日本外国語専門学校2

■

 

１年間の学習の流れ



2012/7/30 日本外国語専門学校

●オーストラリア
RMIT University
Swinburne Universitiy of Technology
Queensland College of Arts, Griffith University

●イギリス
University of the Arts London

Camberwell College of Arts
Central Saint Martins College of Art and Design
Chelsea College of Art and Design
Wimbledon College of Art
London College of Communication
London College of Fashion

The Art University College at Bournemouth
Bath Spa University
The Glasgow School of Art
Goldsmiths College, University of London
Kingston University
London Metropolitan University
Ravensbourne College of Design & Communication

Middlesex University
University College for the Creative Arts
Northumbria University
Brighton University
University of East London
University of Hertfordshire
Wincheter School of Art, University of Southampton
Coventory University
Edinburgh College of Art
The Glasgow School of Art

●アメリカ
State University of New York at New Palz
Parsons the New School of Design
School of Visual Arts
School of the Museum of Fine Arts , Boston
Art Center College of Design

●カナダ
Sheridan College
University Canada West

【

 

海外芸術大学で学べる分野例

 

】

■絵画
■彫刻
■版画
■テキスタイル
■ファインアート
■インスタレーション
■パフォーマンス
■グラフィックデザイン
■イラストレーション
■ファッションデザイン
■プロダクトデザイン
■インテリアデザイン
■環境デザイン

■家具デザイン
■照明デザイン
■モデル製作
■建築
■舞台デザイン
■コスチュームデザイン
■映画
■ビデオ
■写真
■アニメーション
■漫画
■コンピュータアート
■デジタルデザイン

■メイク
■スタイリング
■ファッションプロモーション
■ジュエリー
■靴デザイン
■ファッションビジネス
■ガラスデザイン
■陶芸
■彫金
■クラフト
■玩具デザイン
■アートセラピー
■保存修復

【

 

海外芸術大学

 

提携校及び実績校

 

一部紹介

 

】

国際進学プログラムと事例

3



2012/7/30 日本外国語専門学校

JCFL
海外芸術大学
留学コース

英語

 

＋

 

アート・デザイン

アメリカ
語学学校 ＭＡ

大学院

Foundation/
語学学校

ＢＡ
(Honners)オーストラリア

ＭＡ

大学院

２年目 ３年目 ４年目 ５年目１年目

BA(Honners)
４年間の学位課程

Foundation 
Course
学部基礎課程

ＢＡ(Honners)
３年間の学位課程

スコットランド

イギリス

語学学校 ＭＡ

大学院

ＢＦＡ
４年間の学位課程

ＢＡ
３年間の学位課程

■牛山達郎：慶応義塾大学出身
アートセンターカレッジオブデザイン（アメリカ）

 

プロダクトデザインコース

 

卒業
プーマジャパン株式会社

 

（海外向スポーツ用品デザイン）

■吉田裕紀：青山学院大学出身
ロンドン大学ゴールドスミスカレッジ（イギリス）

 

デザインコース

 

卒業
Wieden + Kennedy 東京

 

（企業向デザインコンサルタント）

■兼平奈央子：日本大学第二高校出身
バッキンガムシャー大学（イギリス）

 

家具デザインコース

 

卒業
Habitat ロンドンオフィス

 

（自社ブランド製品デザイン）

■上原里織：埼玉県立浦和西高校出身
レイベンズボーン大学（イギリス）

 

ファッションデザインコース

 

卒業
株式会社ワン・エニー

 

（デニムファッションデザイン）

国際進学プログラムと事例
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■

 

各国大学教育制度の概要

■

 

海外大学卒業後の就職先例
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国際進学プログラムと事例
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■

 

海外職業教育研修・インターンシップ実施に伴う提携について

＊コースによっては相手は教育機関（大学、専門カレッジ等）、または企業

*

*

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

担当者同士の情報共有

先方の教育機関等に適切なコースが設置されているか

実施時期と受入れスケジュールの確認

　　提 携 に 至 る ま で

コースカリキュラムに沿った相手探し

合意提携文書に署名

双方合意によるコース設定資料作成

交換留学のケースの場合、単位互換表作成

時間数による単位認定の確認

カリキュラム内容の詳細な摺合せ

具体的なコース設計（開始時期、期間、参加人数、費用）
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